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最上川と橋の百年を歩く
　　　　        ～ 旧五百川橋から旧明鏡橋へ ～

参加者
募集！

　鉄橋では県内最古の一般道橋として令和9年(2027)に百年の節目を迎える「旧五百川橋」。雄大な最上川に
架かり、地域の暮らしと産業を支え続けてきた歴史ある橋です。
　本企画では、現在は車道・水道橋として親しまれている旧五百川橋を隣接する歩道橋から眺めながら、その
誕生の背景や当時の土木技術、そして地域の発展とともに歩んだ百年の歴史をたどります。橋上から望む最上
川の流れに耳を澄ませば、かつての舟運のにぎわいや人々の往来の姿が思い浮かぶことでしょう。さらに、か
つての舟渡し場跡に立ち寄り、橋が架かる以前の交通の要衝としての役割についても考えます。川とともに生
きてきた人々の知恵と工夫を感じるひとときです。
　その後は、朱鷺色に輝くヤシオモミジを眺めながら「明鏡橋」へと移動します。県内に残る古いトラス橋や
アーチ橋にも目を向け、それぞれの構造美や時代背景の違いについて学びを深めます。
　橋は単なる通路ではなく、時代を映す「かたちある歴史」です。
最上川の流れとともに、百年の時を超えて受け継がれてきた橋の物
語を、一緒に歩きながら紐解いていきましょう。

日　　時　令和8年5月6日(水)　9時半～11時半頃まで
案 内 人　 鈴木　健二　氏
集合場所　朝日町ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑｺｱｾﾝﾀｰ「創遊館」エコルーム前
参 加 費 　500円（資料・保険代）
募集人数　10人（※定員になりしだい締め切らせていただきます）
申込締切　5月1日(金)午前中までエコルームにお申込みください。
問合せ先　エコルーム　TEL･FAX  0237-67-2128（9:00～17:00　月･木休み）
                                 E-mail eco@town.asahi.yamagata.jp　

故阿部幸作氏撮影　旧五百川橋

　留守番電話にメッセージを残す

ときは、折り返し先の電話番号も

お願いいたします。

令和 7 年度　朝日町エコミュージアム協会事業報告（※主な事業を抜粋して紹介しています。）

調査事業･･･(1)調査事業/①「朝日町の獅子舞」の聞き取り調査・撮影（４月～）
普及事業･･･(1)展示事業/①エコパネルの更新　２回(8月･1月)
　　　　　　（サテライト散歩コース紹介、星空の街･あおぞらの街全国大会報告、エコカルタ紹介）

　　　　　    (2)資料事業(出版･頒布)/①エコミュージアムガイドマップリニューアル(11月)
　　　　　    (3)催事事業/①エコミュージアムかるた大会開催(令和8年2月11日　参加者13人)
　　　　　　　　　　　②星空観察講座及び星空観望会の主幹業務
　　　　　　　　　　　　　星空観察講座全4回開催　参加者(講師含む)　35人

広報事業･･･(1)エコルーム便り発行/4回発行(7/1、12/16、2/27、3/31)　

募 集 要 項

見学行程 (※自家用車での移動になります)
■9:30創遊館出発　→　■旧五百川橋周辺(徒歩散策)　→　■能中　→

■旧明鏡橋・カヌーランド(徒歩散策)　→　■11:30創遊館着
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